
【発表項目およびコメント】

全盲の海洋冒険家・ヨットマン 岩本光弘氏
～単独・無寄港での太平洋横断に挑戦～

台風等への備えについて

食べるほど、熊本が元気に！
大規模県産品フェア第２弾「くまもとモン×大阪梅田」を開催します

アジア・アジアパラリンピック大会選手村の
移動式宿泊施設の熊本地震被災地での活用について

熊本県アリーナ整備・運営等事業に関する委員会を開催します



台風等への備えについて

気象情報や市町村の避難情報等を十分に確認し、
 状況に応じて早めに避難するなど適切に行動

【県民の皆さまへのお願い】

地震で地盤が緩んでいる箇所や増水した河川など、
 危険な場所には絶対に近づかない

新たな台風など災害への備えを継続



アジア・アジアパラリンピック大会選手村の
移動式宿泊施設の熊本地震被災地での活用について

① アジア・アジアパラリンピック大会（愛知・名古屋大会）で
選手等の宿泊拠点の一つとして利用されたコンテナ型の移動
式宿泊施設の一部を、熊本地震の被災地で活用。

②  建設工期が短く、被災者の早期の住まい確保に繋がること、
  大会のレガシーの承継、ＳＤＧs推進等を踏まえ活用を決定。

③ 設置場所や戸数は、現在、被災市町と調整しており、決まり
次第、公表。

 １１月中旬ごろの着工、１２月中に完成・入居を目指す。



※写真はイメージです。実際とは異なる場合があります。

アジア・アジアパラリンピック大会選手村の
移動式宿泊施設の熊本地震被災地での活用について



・開催日 令和８年１１月６日（金） （委員会設置：令和８年７月２４日）

・目 的 官民共創で実施するための実施方針などの案に対して

専門的な立場から意見を伺い、客観的かつ公正・透明な事業者選定を行う

熊本県アリーナ整備・運営等事業に関する委員会
を開催します

【熊本県アリーナ整備・運営等事業】
「熊本県立総合体育館」を、新たにアリーナ施設として官民共創により現地で

再整備を行うもの。

〇県民に夢や感動を与え、地域に活力をもたらす「まちづくりの拠点」
〇県民の命を守り、安全安心を届けられる「防災拠点」として重要な施設

熊本県アリーナ整備・運営等事業に関する委員会

移行検討委員会：実施方針等の検討 選定委員会：民間事業者の審査・選定



熊本県アリーナ整備・運営等事業に関する委員会

氏名 所属

澤田 道夫
(さわだ みちお)

熊本県立大学総合管理学部教授
同大学院アドミニストレーション研究科研究科長

新改 敬英
(しんかい たかひで)

熊本学園大学大学院会計専門職研究科教授

田中 尚人
(たなか なおと)

熊本大学大学院先端科学研究部准教授

田山 順一
(たやま じゅんいち)

株式会社ブルーモーメント代表取締役

舟橋 弘晃
(ふなはし ひろあき)

中京大学スポーツ科学部教授

【委員一覧】 （五十音順・敬称略）

○日時

１１月６日（金）１３時～１５時（予定）

○場所

 防災センター３階３１４会議室

○内容

 ①委員紹介、②委員長選出

 ③議事

実施方針（案）及び要求水準書（案） 等

 

【第１回検討委員会】



○大阪梅田を中心に８つの施設が一体となり、
県産品のPR等を通じて地震からの復興を支援
【百貨店】阪急うめだ本店、阪神梅田本店、大丸梅田店

【商業施設】ルクア大阪、エキマルシェ大阪、グランフロント大阪

【ホテル】ホテルグランヴィア大阪、

リーガロイヤルホテル大阪 ヴィニェット コレクション

「食べるほど、熊本が元気に。」

大規模県産品フェア第２弾「くまもとモン×大阪梅田」

○「食のみやこ熊本県」が誇る食や酒等の魅力を発信する
「大規模県産品フェア（くまもとモンフェア）」の第２弾
期間：令和８年１１月１日（日）～１１月３０日（月）

共催：熊本県・株式会社くまもとDMC

 （第1弾：10月@福岡天神 第2弾：11月@大阪梅田 第3弾:１月@東京銀座）

今年で５年目

「くまもとモン×大阪梅田」
特設HP



「くまもとモン ×大阪梅田」主要企画

  ① 飲食店フェア
 ・約90店舗の飲食店で県産食材を使った期間限定メニューが楽しめる！！

  ② ホテルフェア
  ・ホテル内レストランなど15店舗に、県産食材を使った特別メニューが登場    

③ 物産フェア
    ・県内事業者が出展し、ご当地グルメやスイーツ等を多数販売！

（＠阪神梅田本店 食祭テラス、大丸梅田店、エキマルシェ大阪 エキマル広場）

  ・熊本の食材を使用して開発された新商品  や県内３つのフード賞レース

受賞商品等を販売！（＠ルクア大阪 キッチン＆マーケット）

  ④ その他企画
 ・球磨焼酎や日本酒を楽しめる企画（飲食店フェア、酒販店でのワークショップ等）

 ・参加施設による復興支援企画（応援メッセージボード設置、売上一部寄附等）

●オープニングセレモニー 11月1日（日）11時～  
＠JR大阪駅直結・大阪ステーションシティ 5階 時空の広場

とき

②ホテルフェア提供商品例

①飲食店フェア提供商品例

▲天草天然真鯛の
アヒージョ 栗のパフェ▲

くねぶを使った
クラフトビール

③物産フェア
新商品例



◆ 全盲の海洋冒険家・ヨットマンとして世界的に活躍されている

岩本光弘氏（天草市牛深町出身、米国サンディエゴ在住）

全盲の海洋冒険家・ヨットマン岩本光弘氏
～単独・無寄港での太平洋横断に挑戦～

【岩本氏プロフィール】

昭和41年（1966年） 熊本県牛深市（現天草市牛深町）生 ※16歳で視力を失われる

昭和63年（1988年） 熊本県立盲学校 卒業

平成 4年（1992年）～筑波大学附属盲学校で教員として勤務

平成14年（2002年） 千葉に移住、ヨットを始める

平成25年（2013年） ニュースキャスター辛坊治郎氏と太平洋ヨット横断に挑戦

令和元年（2019年） ダグラス・スミス氏とヨットでの無寄港太平洋横断に成功

全盲のセーラーとして世界初の快挙

◆ 令和９年（２０２７年）２月頃から

単独・無寄港での太平洋横断（米国→天草市牛深町）に挑戦予定



・日 時 １１月３日（火・祝）１５：００～

・場 所 知事応接室

・出席者 岩本 光弘 氏 ほか

○表敬訪問の目的
・令和９年２月からの「単独・無寄港での太平洋横断」挑戦に
向けた概要報告

・「令和８年熊本地震からの復興に取り組む皆様へ、夢と勇気
を届けたい」という岩本氏の熱い想いから表敬が実現

全盲の海洋冒険家・ヨットマン

 岩本光弘氏が知事を表敬訪問します

～ 共生社会の実現に向けて、
岩本さんの挑戦を応援しましょう！ ～

○表敬訪問の概要
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